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　市消費生活センターでは、月～金曜日の
相談に加えて、第２・４土曜日に電話相談
を実施しています。利用してください。

8：30～17：00　☎（33）5454

第２・４土曜日電話相談

時間

　
電
話
で
、「
今
利
用
し
て

い
る
大
手
電
話
会
社
の
光
回

線
か
ら
当
社
に
乗
り
換
え
れ

ば
、月
額
料
金
が
安
く
な
る
。

工
事
は
必
要
な
い
」
と
勧
誘

さ
れ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
に
注
意
す
れ
ば
い
い
か
。

▼
本
当
に
利
用
料
金
が
安
く

な
る
の
か
、
書
面
に
よ
る

説
明
を
求
め
ま
し
ょ
う

▼
乗
り
換
え
に
あ
た
っ
て

は
、
従
来
の
プ
ロ
バ
イ

ダ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接

続
事
業
者
）
に
契
約
解
除

の
申
込
が
必
要
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
違
約
金

な
ど
が
発
生
す
る
の
で
、

し
っ
か
り
と
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
の
変
更
に
つ
い

て
も
確
認
し
て
お
く
と
安

心
で
す

▼
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
契

約
に
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
の
適
用
が
な
い
の
で

注
意
し
ま
し
ょ
う

　
現
在
、
光
回
線
を
契
約
し

て
い
る
大
手
電
話
会
社
か
ら

の
新
し
い
料
金
プ
ラ
ン
の
案

内
電
話
だ
と
思
い
、
聞
か
れ

る
ま
ま
氏
名
、
住
所
、
生
年

月
日
な
ど
の
個
人
情
報
を
教

え
た
が
大
丈
夫
か
。

　「
転
用
承
認
番
号
」
は
、

利
用
者
本
人
が
申
し
込
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。
個
人
情
報

　
大
手
電
話
会
社
が
、
２
月

か
ら
「
光
回
線
サ
ー
ビ
ス
の

卸
売
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
れ
で
自
社
で
光
回
線
を
持

た
な
い
事
業
者
も
、
光
回
線

や
光
電
話
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、

「
転
用
（
＊
）」
と
い
う
簡
単

な
手
続
き
を
す
る
だ
け
で
乗

り
換
え
る
（
変
更
す
る
）
こ

と
が
で
き
、
工
事
な
ど
は
不

要
で
す
。
電
話
だ
け
の
説
明

で
、
契
約
内
容
を
十
分
理
解

で
き
な
い
ま
ま
契
約
し
て
し

ま
う
と
、
契
約
先
が
変
わ
っ

た
り
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が

変
更
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り

す
る
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。

（
＊
）
利
用
者
が
「
お
客
様

Ｉ
Ｄ
」
や
「
光
電
話
番
号
」

を
変
更
す
る
こ
と
な
く
、

契
約
先
が
別
の
光
回
線
提

供
事
業
者
に
切
り
替
わ
る

こ
と
。
手
続
き
は
「
転
用

承
認
番
号
」
を
大
手
電
話

会
社
か
ら
取
得
し
、
そ
の

番
号
を
新
し
い
光
回
線
提

供
事
業
者
へ
伝
え
る
こ
と

で
、
乗
り
換
え
が
完
了
し

ま
す

光
回
線
サ
ー
ビ
ス
の

乗
り
換
え･･･

!?
を
聞
い
た
の
は
、
事
業
者
が

本
人
に
成
り
す
ま
し
て
、
今

の
契
約
先
で
あ
る
大
手
電
話

会
社
か
ら「
転
用
承
認
番
号
」

を
聞
き
出
す
た
め
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。
悪
質
業
者
や
特
殊

詐
欺
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
の

で
、
個
人
情
報
は
安
易
に
教

え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
お
か
し
い
な
と
思
っ
た

ら
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
を
。

理
解
し
て
契
約
し
て
い
ま
す
か
？

事
例
1

ア
ド
バ
イ
ス

ア
ド
バ
イ
ス

友達は　何より大事な　宝もの（吉武和
わかな

奏・日の里東小６年）あいさつは　人と人とを　むすぶかぎ（田口由梨花・自由ヶ丘小６年）
友達は　きずつけないで　守るもの（福田泰祐・赤間西小４年）

　「
お
ら
が
郷
土
（
ふ
る
さ

と
）
よ
か
と
こ
ば
い
♪
」
で

始
ま
る
「
釣
川
音
頭
」
は
、

昭
和
57
年
、
当
時
の
宗
像
市

郡
内
約
80
団
体
で
構
成
さ
れ

た
、
釣
川
流
域
環
境
整
備
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
実
行
委
員

会
が
、
市
民
に
釣
川
や
ふ
る

さ
と
に
愛
着
を
持
っ
て
も
ら

お
う
と
制
作
し
た
も
の
で

す
。

　
赤
間
駅
周
辺
地
域
の
活
性

化
を
目
的
と
し
て
、
８
月
22

日
に
開
催
さ
れ
た
赤
間
駅
前

カ
ム
カ
ム
祭
り
で
も
、
そ
の

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
赤
間
駅
と
地
元
金
融
機
関

を
含
む
８
団
体
が
、
愉
快
な

ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
を
繰
り
広

げ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
た

後
、
赤
間
西
自
治
会
11
地
区

や
城
山
中
学
校
の
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
つ
た
や

ん
」、
一
般
の
参
加
者
も
加

わ
り
、
総
勢
４
０
０
人
以
上

に
よ
る
「
釣
川
音
頭
」
の
踊

り
の
輪
が
で
き
ま
し
た
。

　
赤
間
駅
周
辺
地
域
で
も
、

ふ
る
さ
と
を
思
う
気
持
ち
と

と
も
に
大
切
に
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
商
工
観
光
課

�

☎
（
36
）
０
０
３
７

400人以上の釣川音頭でふるさとへの思いを強めました

赤
間
駅
前
カ
ム
カ
ム
祭
り
で

「
釣
川
音
頭
」の
輪
！祭祭

祭祭 祭祭
祭祭祭祭

祭祭

●
日
時
　
11
月
８
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分

●
会
場
　
赤
間
コ
ミ
セ
ン

●
入
場
料
　
無
料

＊
福
引
あ
り

＊
市
、
市
教
育
委
員
会
後
援

■
問
い
合
わ
せ
先

宗
像
楽
謡
会
事
務
局

☎
（
51
）
５
１
６
８

民
謡
宗
像
楽
謡
会
発

表
会
「
み
ん
な
で
唄

お
う
民
謡
を
」

地
島
が
地
島
が好き
好
き

みんなで力を合わせてティピー作り

　自然豊かな地島を舞台に、島内外から集まった小学４～６年生の
子どもたちが、ティピー（アメリカ先住民の移動式テント）に泊まっ
て交流を図る「地島交流キャンプ」。主催は、市内の海水浴場でライ
フガードを務める「宗像ライフセービングクラブ」で、市が支援す
る「元気な島づくり事業補助金」を活用しています。
　この事業に９月５日と同６日、島外から約40人、地島からは約10
人が参加しました。
　泊区の海岸で開催したマリンスポーツ体験では、バナナボートや
カヤックなど、地島の豊かな自然を満喫。体験後は豊岡区で夕食を
食べ、ティピーを作りました。初めて建てるティピーに少し苦労す
るも、無事完成。ところが夜になり、雨が本格的に降りだし、屋内
へ避難。残念ながらティピーには泊まることができませんでしたが、
みんなで助け合って50人が一つになれた素晴らしいキャンプでし
た。

ティピーを使った
交流キャンプ

■問い合わせ先　元気な島づくり課　☎（36）1725

舞台は自然豊かな地島！

事
例
２


